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再生可能エネルギー
太陽光エネルギー向けサービス
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ULについて
ULは、多様な産業のお客様向けにアドバイザリ
ー・試験・検査・認証を行う、信用ある独立機関
です。当社の再生可能エネルギー部門は、プロジ
ェクトライフサイクル全体およびサプライチェー
ン全体で信頼性を高める太陽光サービスの包括
的なポートフォリオを提供しています。機器製造
者・事業開発者・事業者・投資家・レンダー・公共
サービス機関・政策担当者の皆様に、太陽エネ
ルギー技術とエネルギー貯蔵システムに関連す
るリスクおよび複雑さへの対応に向けた、専門
家チームによるサポートを提供しています。

エネルギーアドバイザリーサービスのポートフォ
リオによって、ステークホルダーが太陽光プラン
トの計画、設計、資金調達、建設、投資、運用、保
守、および管理することを手助けします。その範
囲は検証、検査、リスク評価から、材料、コンポー
ネント、製品、システムのテストと認証にまで及び
ます。私たちの規制や規格における知識を用い
て、規制当局と積極的に協力し、製品の受け入
れ問題や規制と設置要求の間に発生する潜在
的な矛盾を解決し、太陽光プロジェクトを順調
に進めるサポートをします。

2016年にAWS	Truepower社がグループの傘下
に入り、ULはいっそう幅広い再生可能エネルギ
ーサービスのポートフォリオを実現しました。太
陽光技術の安全性、性能、コンプライアンスを検
証し、健全な技術的アドバイスを提供すると同時
に、お客様のニーズにアクセスし、柔軟で、鋭敏に
対応し続けます。そして、世界的な二酸化炭素排
出量を削減し、健全な財政的利益を生み出すプ
ロジェクトを構築し運営するお客様の支援を行
います。

再生可能エネルギーへの信頼を高めます

太陽光エネルギー発電所
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再生可能エネルギー関連のお客様向けサポート内容

プロジェクト開発サポート
開発の初期段階で、プロジェクトの複雑さに対
処します。
•	 現地調査と実現可能性
•	 測定ターンキーサービス（風況観測塔とリ
モートセンシング）

•	 資源評価	
•	 プラント設計とエネルギー評価
•	 技術の選定と適合性
•	 プラントのインフラストラクチャとバランスオ
ブプラント

•	 許認可取得サポートと環境評価

ソフトウェアとデータ
ULの専門的知識とノウハウを活用し、お客様の
取り組みをサポートします。
•	 Windographer
•	 Openwind
•	 Windnavigator
•	 風況データ管理
•	 資源マップ
•	 時系列データセット
•	 現地の詳細な報告書

資産管理
稼働中プラントを管理し、パフォーマンスを向上
します。この業務には、当初の設計寿命を超えた
風力発電プロジェクトの安全かつ信頼性の高い
稼働を含み、稼働中プラントの管理、パフォーマ
ンスの向上に貢献します。
•	 生産可能エネルギーの評価
•	 性能分析
•	 プラントの性能の最適化
•	 リモートセンシング／タービン診断用ライ

ダー
•	 タービン検査	
•	 原因分析
•	 寿命延長／残存耐用年数
•	 負荷シミュレーション
•	 構成機器の評価

グリッドソリューション
再生可能エネルギーの変動性と天候事象の影
響を予測・提供します。
•	 再生可能エネルギーのリアルタイム予測
•	 グリッド管理と計画策定サービス
•	 大気モデリングと応用研究

エネルギー貯蔵ソリューション
風力・太陽光インテグレータとOEM向け大規模
バッテリーシステムの安全懸念に対応します。
•	 試験と認証
•	 性能試験
•	 カスタムリサーチ

デューディリジェンス
再生可能エネルギープロジェクトへの投資に
関連するリスクを軽減します。
•	 第三者エンジニアリング	
•	 技術アドバイザリー
•	 建設前・稼働・リパワリングの各プロジ
ェクト

•	 投資家様、M&A、タックスエクイティ向け
カスタムサポート	

•	 タービン技術・土木・電気設計のレビュー
•	 契約のレビュー
•	 環境許可のレビュー
•	 財務モデルのレビュー
•	 工事モニタリング
•	 所有者様側エンジニア

認証
コンプライアンスを確認し、風力技術に保証と
信頼を提供します。
•	 タービンと構成機器の認証
•	 プロジェクトの認証
•	 系統連系規定の準拠
•	 工事と土台の評価

試験と点検
風力タービンと構成機器の安全性・信頼性・
性能・準拠を検証します。
•	 検証と型式試験	
•	 物理的負荷
•	 出力性能試験
•	 電気的特性
•	 低電圧ライドスルー試験

サイバーセキュリティ
セキュリティに関する損害賠償請求の検証と
立証、規制要件への適合、サイバーインシデン
トのリスク軽減をサポートします。
•	 トレーニング
•	 セキュリティのカスタム試験
•	 ペネトレーション試験
•	 コードのレビュー	
•	 リスク分析
•	 ギャップ分析

研究および先進研究 
電気安全、再生可能資源の特性評価、プラント
設計、エネルギー推定、リアルタイム予測の研
究を行います。
•	 カスタムリサーチ
•	 市場調査
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ULのフィジビリティスタディおよび開発サービスに
て、潜在的リスクと複雑性を開発初期段階にて特
定しましょう。ULでは、各プロジェクトのニーズに応
じてカスタマイズ可能な幅広いサービスラインナッ
プで、実現可能性と技術リスクを評価します。サイ
ト候補地の検討、機器の選定、設計、環境と管轄に
関する懸念に関連する重要な意思決定に向けた、
情報収集にお役立てください。

ULは経験豊富な再生可能エネルギーのコンサル
タントとして、お客様のプロジェクト開発の段階と
状況に合わせて各種サービスを提供します。ULの
サービスラインナップは、エキスパートの意見およ
び資源とエネルギーのデータを提供するものです。
また、先進的な分析ツールを利用して、開発の意
思決定をサポートする有意義な情報も提供してい
ます。標準的な製品・サービスには以下が含まれ
ます。	

• 地域のGIS現地調査
• プロジェクトごとの実現可能性の評価
• オンサイト太陽光データ収集、品質管理、検証
• 太陽光資源の机上評価、標準気象年（TMY）と
モデル化した太陽光データ

• バンカビリティの高い長期的な資源評価調
査、TMYと測定-関連付け-予測

• 機器の推奨と実証

• プロジェクト設計の概念図
• プロジェクトコンフィギュレーション／設計の
最適化

• 概念的設計のレビュー
• エネルギー生産量の推定
• 複数の設計でエネルギー収量を比較

現地点検と工事サービス

プロジェクト建設が始まると、ULは工程を円滑か
つ予定通りに、予算内で進めるサポートを行いま
す。工事サービスには、以下が含まれます。

• 工事予測
• 工事モニタリング
• 進捗報告書のレビュー
• 実現可能性調査のための現地立会
• 日程と品質のレビュー
• 水位低下の検証
• 実質的完成の検証

プロジェクト開発サポート

ソフトウェアとデータ
ULでは、太陽光プロジェクトの分析をサポートするソフトウェ
アソリューションを複数ご用意しています。初期調査向けの太
陽光資源地図やサイトの特定から、データ検証ツール、24時間
アクセス可能なオンライン太陽光データ管理プラットフォーム
まで、ULは太陽光プロジェクト評価向けの利用しやすく強力
なソフトウェアを提供するよう、全力をあげています。この領域
でのサービスには、以下が含まれます。

•	 太陽光資源地図とモデル化されたデータ（初期調査向
け）

•	 太陽光データ管理ダッシュボード（資源データ測定の検
証・報告向け）

•	 Windographer（資源データの分析・評価向け）
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2013年以降
ULでは

100以上の
メガソ－ラープロジェクトを評価
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40名以上の 
専門の
太陽光エンジニア
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太陽光プロジェクトが稼働フェーズに入ると、プロジェク
トのオペレーション性能を評価・強化することが極めて
重要になります。オペレーション性能の評価は、将来のエ
ネルギーおよび収益の予測における不確実性の低減に
つながります。また、このことで戦略的かつ注意深いO&M
作業により改善の可能性があるプロジェクト性能領域の
明確化が可能です。これらのサービスは、個別のプロジェ
クトまたはポートフォリオ全体に適用して、稼働中アセッ
トの検証や性能改善の可能性がある領域の特定を可能
とします。

• 生産可能エネルギーの評価
• SCADAデータのレビューと報告
• プラントの性能分析と最適化
• 資源・エネルギーの月次報告
• O&Mのレビューと最適化
• グリッド節減分析
• 損失要素の検証
• ポートフォリオベネフィット分析

アセットマネジメント
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再生可能エネルギーのプロジェクトまたはポー
トフォリオへの投資は複雑な事業であり、徹底的
な評価を必要とします。			

エンジニアリング		
ULはレンダー様側のエンジニアとして、技術
および事業のノウハウを適用してプロジェクト
のリスクへ対応し、軽減策を提案します。これ
により、資金調達ができる限り円滑に成立する
ようにします。ULは再生可能なエネルギーの
IE(Independent	Engineering)としても、世界を代
表するアレンジャー様とレンダー様との間で豊富
な経験と確固たる評価を得ています。こうした技
術面での経験とプロジェクトの財務における複
雑性の理解を統合し、資金調達に向けて事前に
プロジェクトの評価を行います。	

プロジェクト概要
サイトレイアウト
初回現地立会

エネルギー生産報告書
エネルギー生産報告書の概要
エネルギー損失のレビュー

技術のレビュー
太陽光サイトの適切性

バランスオブシステムの設計のレビュー	
基礎・地盤設計のレビュー電気設計のレビュー

第三者による節減と鬱滞の概要報告
書

契約のレビュー
電力購入およびヘッジ契約相互接続の契約
機器供給の契約
EPC契約／バランスオブシステムの契約EPCの性
能保証
日程と範囲の合意
O&M・資産管理の契約共用施設・共同所有の契約

環境とパーミッティング	
財務評価	
CAPEXレビュー	
オペレーション前提条件のレビュー	
OPEX予測

工事モニタリング
進捗報告書のレビュー
工事による水位低下の検証	
現地立会による工事モニタリング

デューディリジェンスとバンカビリティ

テクニカルアドバイザリー	
投資規模が異なると、レビューで必要なレベ
ルも異なります。ULでは、デューディリジェン
スへの最善の方針についてガイダンスを提
供するとともに、重要リスクを特定します。プ
ロジェクト評価戦略は、プロジェクトの特性
と規模に合わせて調整が可能です。

エネルギー資源
建設前のエネルギー生産量推定と予測表		
エネルギー生産量の推定と予測表
建設前のエネルギー量推定の第三者レビ
ュー
仮レイアウトのレビュー
現地点検とレビュー（環境、管轄など）

技術とシステム設計
テクニカルレビュー（モジュール、インバー
ター、マウント構造、システム統合）	
気象条件に基づいた、機器の適合性評価	
延長されたプロジェクト寿命の評価（技術的
故障のリスク	、長寿命性	、契約延長のレ
ビュー	、O&M	予測	）
バランスオブシステム（BOS）の設計	
土木建築と地盤のレビュー	
電気設計のレビュー

保証・O&Mのレビュー
EPC契約業者契約（機器供給・性能保証）
O&M契約
OPEX費用
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2012
年以来、風力・太陽光プロジェクト

500
案件で投資家様／レンダー様に
エンジニア業務を提供



10

世界で集中型および分散型風力	
太陽光発電容量の70ギガワット
に予測サービス提供
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グリッドソリューション
ULのグリッドソリューショングループでは基
本的な方針として、大量の再生可能エネル
ギーを電力網に統合することを目指してい
ます。再生可能エネルギー市場の成長に伴
い、集中型および分散型の太陽光技術が電
力インフラにおよぼす影響を数値化すること
の重要性が高まってきています。太陽光が場
所と時間によって変動することによる発電特
性を把握することは、安全で信頼性が高く、
経済的なオペレーションを確保する上の重
要なポイントです。

ULは再生可能エネルギーのノウハウを活か
し、風力・太陽光エネルギー源の変動性、天
候事象が発電所のオペレーションにおよぼ
す影響を予測します。ULの強みは、大気モデ
リングにおける先進的な技術により、その重
要な要因を理解していることです。

エネルギー統合向け予測
各プラントの電力生産量の予測
リアルタイム給電オペレーションのサポートサービス
電力および資源の予測（-分後、-時間後、-日後、季節
ごと）
分散型エネルギー資源（DER）の予測
太陽光電力の予測可能性の調査
緊急管理と対応負荷の予測サポートサービス
電力取引業者様向け予測
ダイナミックラインレーティング

グリッド管理と計画策定サービス
容量拡張のモデリングとインフラストラクチャ計画送
電・配電計画と投資グリッドの信頼性・反応性の調査
DER向け高ペネトレーションシナリオとモデリング将
来の太陽光プラント容量の最適化
太陽光プラントの潜在的な容量の推定
高頻度・サブアワリーの電力・資源プロファイル負荷
の同時発生の調査
スマートグリッドおよびマイクログリッドの蓄電最適
化の調査資源のマッピング

大気モデリングと応用研究
プラント利用可能率のモデリング
氷結の発生とエネルギーへの影響
合成電力と資源プロファイル
プラントまたは地理的地域の過去の予測
再生可能エネルギーの蓄電計画・容量・放電予報の
先進的な研究
グリッドの運用における確率論的データの使用
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ULは、製品評価プロセス全体に対応し、適用され
る規格を満たします。また、要求される報告書を作
成し、認証書を発行します。規格が公開されていな
い場合、要件の規定をサポートし、目的の達成に
つなげます。	

対象はPVシステムの全製品およびコンポーネント
です（モジュール、インバーター、ラッキングおよび
マウントシステム、トラッカーなどバランスオブシ
ステム（BOS）のすべてなど）

性能
安全規格は重要ですが、それと同時に、プロジェ
クト開発業者、大口投資家、投資家、銀行などの
ステークホルダーの皆様は、PVプラントを構成す
る製品の性能も重要視します。	
ULの性能試験は、特定のストレス下での出力、エ
ネルギー収量、長期的な安定性の点から製品の
性能を判定します。

耐久性と信頼性	
特定のストレスに耐えて稼働を続けられること、さ
らにそれを長期にわたって維持できることは、不可
欠な製品性能です。PVの信頼性規格はまだ公表さ
れていませんが、ULではよく知られた一連の試験
項目に基づいた方法論を、設置予定場所に固有の
条件と統合して適用しています。

工場点検	
PV製品への信頼が最高に高まるのは、製品ライン
だけが検査を受け、アイテム1点1点が仕様通りの
性能を発揮できるよう製造施設の再現性が評価
されたときです。	

ULの工場技術点検の重要項目には、品質監査、
機器のキャリブレーションの検証、現地立会中の
インライン点検の検証・観察などがあります。

マーケティングクレーム検証		
製造業者様が高性能や高い正確性をうたっても、
独立した検証を受けていなければ、なかなか信用
を得られません。ULは科学的な洞察力と試験の
経験を活用して、製品の宣伝内容の正確度を判断
します。こうすることで、ULのお客様は自社の差別
化が可能です。製造業者様も「UL	Verified	Mark」
を製品・パッケージ・広告・通信物に使用すること
ができます。

製品のフィールド評価		
プロジェクト工事中に認証を受けていない製品（
モジュール、ラッキング、ワイヤーハーネスなど）が
発見されると、点検者による遅延につながりかね
ません。ULでは、設置された製品もしくはサンプル
またはその両方を試験所で評価することで、お客
様をサポートします。ここでの評価は、関係当局か
らの認可につながる場合があります。

グローバル市場へのアクセス	
さまざまな市場の規制要件には共通点もありま
すが、各国または各地方に固有のニーズがあるこ
ともあります。ULは一元化されたサービスの手法
をカスタマイズし、あらゆる製品・コンプライアンス
のニーズに対応します。ULのグローバルサービス
パッケージでは、万全なコンプライアンスソリュー
ションを提供しており、複数の規制を横断してプロ
セス全体に対応し、各地への、またグローバル市
場へのアクセスを可能にします。

試験と点検

認証
安全認証
設置されたPV製品が故障した場合、フェールセーフであること、感電または火事の危険がない
ことは必須です。	

ULはPV製品の構造を適用される安全基準に照らして評価し、必要な試験を行ってフォローしま
す。その結果が規格に準拠すると、「UL	Safety	Mark」の認証および使用権限が付与されます。
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ULは、新技術の導入時の困難さを知っています。ULは、IECなどの規格開発および調整に携わる主要な
国際機関において、鍵を握るリーダーの立場を占めています。このことと並行して、モジュールやインバー
ター、システムコンバーターといった革新的または強力なバランスオブシステム（BOS）向けの新しい規格
の開発にも、多額の投資を行っています。

ULは、米国電気工事規定策定の全委員会に参加しているほか、国際電気標準委員会（IEC）、国際標準化
機関（ISO）の各種委員会に参加しています。国際的には、米国における国外規格の開発、国内外の規格
の調整において重要な役割を果たしています。また、国際基準評議会（ICC）の発展および火災規格の開
発へ積極的に参加しています。ULは各規格・標準を深く理解することで、製品の承認に関する問題の解
決、異なる規格と設置要件の間の潜在的な矛盾の解決に向けた積極的な支援を規格当局に提供し、PV
プロジェクトを順調に進めるためのサポートを行っています。

規格

1000+ 
1000件以上のPV
製品を毎年評価

設置済みPVシステム
1.7GW
分を評価
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リサーチおよび先進研究

PVパネルの耐火試験	
米国エネルギー省からの資金提供により、ULと米国太陽
光規定・規格委員会（Solar	ABCs）は、スタンドオフ方式・
ラックマウント取り付けPVパネルの防火性能調査のテス
ト計画を策定しました。厳格な試験により、火または炎
に暴露されたシステム（スタンドオフ方式・ラックマウント
取り付けPVモジュールを含む）の性能は、モジュールの
みの性能とは異なることが判明しました。この試験の結
果、UL	1703	の策定委員会によって新しい方法論が採用
され、2013年10月25日に発表されました。

クラウドトラッカープロジェクト
ULはこのプロジェクトで、雲と雲が高頻度（～1秒）の合
成放射照度および出力データにおよぼす影響をモデリ
ングする新しいアプローチを、提案された太陽光PV向
けに開発しました。このアプローチでは、メソスケール
数値気象予報（NWP）モデルと、確率論的・運動学的放
射照度推定システム（SKIES）というマイクロスケールモ
デルを統合しました。	
このモデルでは雲の動きと変化をシミュレーションし、
太陽光の放射照度と発電のランプを把握します。	ま
た、1秒ごとの太陽光の放射照度と発電量について、発
電所規模のデータと分散型PVサイトのデータを生成し
ます。モデルはハワイ25か所で行われた高頻度観察と
比較して検証されました。このモデルで、太陽光の放射
照度の変動をシミュレーションすることも可能です。ハ

ワイでの調査では、モデル化された一定の間隔をあけた
（1秒以下から1時間まで）ランプ分布が、観察されたラ
ンプ分布と一致しました。モデル化された電力スペクト
ル密度（PSD）にも、観察されたPSDと同様の形状と特
徴がありました。異なる市場条件、電気システム信頼度
調査、蓄電アプリケーションのもとでのPVペネトレーシ
ョンシナリオとグリッド運用のサポートにSKIESを利用
し、雲によるランプの軽減を図れます。

PVモジュールのバックシート	
米国エネルギー省では「Physics	of	Reliability:	
Evaluating	Design	Insights	for	Component	
Technologies	in	Solar	2（信頼性の物理学：Solar2に
おけるコンポーネント技術向け設計インサイトの評価
（PREDICTS2））」というプロジェクトを立ち上げ、2015年
に開始しました。このプロジェクトの目標は、PVモジュー
ルのバックシートの劣化予測試験を特定し、その情報を
利用してPVモジュールの信頼性に関連する予測モデル
を確立することでした。予測試験とモデルでは、屋内また
は野外での暴露、評価データの収集基準、変数の選択、
持続時間または経年変化の仕様を定め、多様な気候地
帯におけるバックシートの性能予測を可能としました。

ULは電気安全、太陽光資源の特性評価、プラント設計、エネルギー推定、リアルタイム予測において、最先
端の研究を進めています。	

研究へのコミットメント
ULでは長年にわたる研究へのコミットメントを通じて、将来の革新的な技術に向けて業界のステークホル
ダーと協働しています。名高い国立研究所や大学の研究所、最先端のメーカーとの緊密な連携により、UL
では自社の研究施設で新しい技術を厳格に評価しています。また、この連携により、現在進行中の技術の
進化においても独自の役割を担っています。ULで培ってきたPVのより高い安全性・性能・品質に関するノウ
ハウは業界の前進を牽引し、支持・市場を広げて競争力を生み出す基となっています。

設置業者様向けトレーニング
PVシステムの設置コースでは、PVの設置に適用される太陽光エネルギーおよびシステムの必須知識を得
られます。また、コースでは、PV設置プロジェクトを成功させるための組織づくりをよく理解してもらうこと
にも重点を置いています。
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